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定 例 会 議 会 議 録

開 催 日 時 令和５年７月26日（水）午前10時00分 ～ 午前11時55分

開 催 場 所 特別会議室、公安委員会室

区 分 主 管 部『 全 体 会 議 』 議 題 ・ 要 旨

総 務 部【報 告 事項 】 １ 令和５年宮城県警察基本目標の取組状況等について

○刑法犯認知件数の抑止について【生活安全部】

本年６月末現在の県内の刑法犯認知件数は5,509件であり、前

年同期比で886件、19.2％の増加となっている。

特殊詐欺については、６月末における認知件数は171件で、前

年同期比較で25件の増加、被害金額は約３億4,377万円で、前年

同期比で約１億2,763万円の増加となっている。引き続き、刑法

、犯認知件数・特殊詐欺認知件数ともに増加傾向にあることから

防犯ボランティア団体等と連携した防犯広報啓発活動、特殊詐

欺被害防止に向けた固定電話対策等を継続して推進する。

○交通事故死者数の抑止について【交通部】

令和５年は、交通事故死者数の抑止目標40人以下として取り

組んでいるが ６月末の交通事故死者数は前年比で11人増の27人、

と大幅に増加している。特徴としては、走行車線を逸脱し、対

向車両や工作物に衝突するなどの事故による死者が前年同期比

で６人増の12人と倍増し、死者総数の約４割を占めている。例

年これからの時期は、行楽や帰省に伴う長時間長距離運転中に

おける疲労等を原因とする車線逸脱事故の発生が懸念されると

ころであり、夏の交通事故防止運動と連動しながら、車線逸脱

事故防止について広報啓発を図るなど、引き続き交通事故実態

を踏まえた交通事故抑止活動に取り組んでまいりたい。

○犯罪検挙状況について【刑事部】

刑法犯全体の検挙状況は、前年同期比で検挙人員が161人増加

し1,371人であり、検挙件数も増加しているが、検挙率は昨年と

同程度であった。殺人・強盗等の重要犯罪は検挙人員が前年同

期比で23人増加し92人、検挙率も前年より高く、89.8％であっ

た。重要窃盗犯は、検挙人員が前年比で３人増加し66人、検挙

率が前年比で12.4％下がり、50.3％となっているが、今後余罪

検挙を見込んでいる状況である。

【生活安全部】

、 、生活安全部関係の検挙件数は 前年同期比で検挙件数が366件

、 。 、検挙人員は255人で いずれも増加している 前年と比較すると

児童買春・児童ポルノ禁止法違反や銃刀法等違反の検挙が減少

、 。しているものの 著作権法や軽犯罪法等の検挙が増加している

そのため、県民に不安を与える凶器の携帯・所持者に対して積

極的な検挙を推進し、著作権法違反については、積極的なサイ

バーパトロールを実施した結果、動画配信サイトやファイル共

有ソフトを利用して配信した事件を検挙している。

【組織犯罪対策局】

薬物事犯の検挙は、前年同期比で３件減少し、人員の増減は

なかった。昨年と比べ覚醒剤事犯の検挙数は増加したものの、

大麻事犯の検挙が減少したことにより全体の検挙件数が減少し

た。近年、全国的には大麻事犯の検挙数が増加しているので、

引き続き、関係部門と連携の上、検挙に努めてまいりたい。

生活安全部２ 特殊詐欺対策について（上半期）

【生活安全部】 組織犯罪対策局
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令和５年６月末現在における特殊詐欺の認知件数は、前年同

期比25件増の171件、被害金額は前年同期比約１億2,763万円増

の約３億4,377万円となっている。

特徴としては、被害者の７割以上が高齢者となっている。

手口別の被害状況は、パソコンのウィルス除去やサポート名

目等で電子マネー等をだまし取る架空料金請求詐欺が77件と、

被害全体の約７割を占めたほか、オレオレ詐欺、預貯金詐欺、

還付金詐欺及びキャッシュカード詐欺盗の４手口が81件で被害

全体の約５割を占めている。

被害防止対策については、固定電話対策として、特殊詐欺電

話撃退装置等補助金交付事業及び同撃退装置の貸出事業、高齢

者世帯に対する戸別訪問による広報啓発活動を実施している。

補助金交付事業については、６月１日から受付を開始し、報道

等を活用した広報の結果、大きな反響があり、７月25日現在、

申請件数が補助予定件数である600件を既に超え、現在、受付終

了に向けた作業に移行している。

著名人に協力をいただいて実施したキャンペーンや各種広報

媒体を活用した広報啓発活動のほか、金融機関・コンビニ等と

の連携した水際対策を実施しており、その結果、コンビニエン

スストア等における阻止事案の件数が倍増するなどの効果が挙

。 、 、がっている 今後も 関係機関・団体等とより一層連携を図り

被害防止対策に取り組んでまいりたい。

【組織犯罪対策局】

令和５年６月末現在における特殊詐欺実行犯の検挙状況は、

検挙件数が前年比＋６件で61件 検挙人員が前年比－４人で11人、

となっている。要因としては、検挙した被疑者の余罪について

も積極的に事件化を図ったことや、被疑者のリスクが高い手交

型の手口「キャッシュカード詐欺盗」の発生が減少したことが

挙げられる。主な検挙事例として、本年５月には割賦販売法違

反で架け子１名を検挙、６月にはオレオレ詐欺の受け子の被疑

者と回収役の被疑者２名を検挙し、被害金を回収した。検挙対

策については、被害発生時の初動捜査の徹底による、被疑者の

早期検挙を図るとともに、組織を壊滅に追い込むため、中枢被

疑者の徹底検挙に向けた内偵捜査に取り組んでいる。

さらに助長犯の検挙推進、犯行ツール対策にも取り組んでお

、 。り 犯行使用電話の利用停止数が前年比で大幅に増加している

今後も引き続き特殊詐欺の撲滅に向けて全力で取り組んでま

いりたい。

『 個 別 審 議 等 会 議 』区 分

総 務 課【決 裁 事項 】 １ 苦情の受理について（２件）

警 務 課２ 犯罪被害者等給付金の支給等による犯罪被害者等の支援に関

する法律に基づく重傷病給付金の裁定（案）について

警 務 課３ 犯罪被害者等給付金の支給等による犯罪被害者等の支援に関

する法律に基づく重傷病・障害給付金の裁定（案）について

運転免許課４ 道路交通法の規定に基づく意見の聴取等

県民安全対策課【報 告 事項 】 １ ６月中におけるストーカー規制法に基づく禁止命令延長の実

施結果について
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県民安全対策課２ ６月中におけるストーカー規制法に基づく禁止命令の実施結

果について

県民安全対策課３ ６月中におけるストーカー規制法に基づく警告の実施結果に

ついて

交通企画課４ 飲酒運転根絶活動推進委員の活動概況について（令和５年上

半期）

交通規制課５ 交通規制の意思決定について（令和５年７月分）


